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るマクロ間の 2つである．このマクロ A と B の依存関係
A! B における依存度を下記の通り定義する．




チャモデルを構築する．OSS の openldap-2.4.31 を対象に
提案手法を適用したところ，コンパイル時にユーザが設定
可能な外部モジュールの中で利用するライブラリを選択可
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